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基本動作の重要性をだれがいつ

教えるのか？重要な課題です、

運動スキル

道具などを利用して幅広い運動

を楽しむ・その成果を見せるの

が運動会

一言で運動と成長と言っても、子供を取り巻く環境や、関わる人や専門職で子供の成長は大きく変わります。親

の運動に対する姿勢や、その他の取り巻く専門職がどのタイミングで子供の運動に関わっているかが重要と感じ

ます。とかく便利な社会は、その副作用として身体能力の低下は否めません。その代替案を家族や個人が補うべ

き事であることを理解し行動する。そして習慣化させなければ、便利になった社会で、人間の身体や精神は限り

なく退化することをWHOでも憂慮しています。文科省では体力向上を教育カリキュラムに入れている。例えばダ

ンス・柔道・水泳など、その際、子供やPTAが導入の真意を理解していない場合競技力向上、運動産業を活性化

するものの、総合的な成長基礎能力の向上や生活改善にはつながりにくい。私は、生活運動家庭教師・健康運動

家庭教師の存在までの活動はいまだされておらずその重要性を提案します。本来はその役を親や祖父母がすべき

ですが、学校で養護教諭や保健医等と連携しPTAと保健委員会を通じて体磨き・成長運動学習を積極的にカリ

キュラムに取り入れることを長年推奨しています。

今年から認定スクールトレーナーが子供たちの運動器の相談や指導を医師や学校の先生方と協力して活動を開始

いたします。　     詳しくはhttps://www.bjd-jp.org/trainer

溺れない指導

道具を使う指導

お家で姿勢の話出来てますか？子供の身長体重、体力測定の結果ご存知ですか？運動器検診の事お家でも理解さ

れていますか？　疾病教育は、歯科指導が非常に高い成果をあげていますが、その他の指導はいかがでしょう？

目耳鼻が重要な感覚器ですが、運動器も重要なものであるという未病教育いかがでしょう？　　病を防ぐのは、

自己管理である事が薄れていませんか？医学が身近にあるので何かあれば相談すればいい。しかも無料で相談で

きる？　果たしてそれでお子様の将来大丈夫でしょうか？　通学においてもそもそも家を出るから通いを学ぶの

が通学です。車で送迎してあげることが子供の幸せでしょうか？　お子さんが会社に勤めても送迎しますか？良

い姿勢は誰のためにする事ですか？　本人はもとより、敬礼の意味でもあるように、教え頂く師匠に親に、敬意

を表せることが重要と感じます。世界的にすべての巧みには、共通の良姿勢が存在する。瞑想の時も祈る時もゴ

ルフクラブを振る時も、バットで打つ時もすべてにおいて正しい姿勢は存在します。つまり人間らしい姿勢を維

持するには、サルなどの動物にはには出来えない、身体と精神の努力が伴います。それこそがまさに心身の成長

に重要で且、簡単なトレーニングではないでしょうか？

複合動作は、体をはぐくむ

お家で姿勢や足腰の

お話ししようね。

保健室で検診表で運動器検診 整形外科
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理学療法士が医師と養護教諭・

担任・体育指導の先生と協力し

適切な生活運動指導をお手伝い

する。
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体を意思で動かす事でよりスム

スに身体と脳や感覚受容器が成

長するための活動・体力測定が

基本評価である。

多様性のある環境で生命を維持
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廊下で培う運動指導とは？
しゃがむ生活してますか？

良い姿勢で座れますか？

体育座りはトレーニング

日常動作指導姿勢改善

お手伝いが運動になる時代から

便利な社会では、子供の運動が

向上する機会が損なわれてい

る。

通学は、通いを学ぶ運動の学び。

運塾は無い？

運動の家庭教師は無い！

総合的な私の考え方　　　　　令和6年9月29日　制作

家族で行う運動習慣



学校で運動器検診始まりました。

PTAで姿勢を学ぼう！目指せ家族の姿勢指導士　　
一般社団法人　健康福祉広域支援協会　代表理事　　　　　　　　　　　中村　崇

子供のケガ予防や良い姿勢からの健康管理を30年間指導しています。オリンピック選手からプロ野球・相撲・プロサッ

カー・プロバスケなど幅広い選手のリハビリを行いました。体の健康に大切なのは、体の手入れです。歯を磨くように体を

しっかり磨きましょう。良い姿勢からいい運動が生まれます。姿勢が悪いと関節だけでなく心肺機能や内臓の機能にも影響

します。又、心の発達にも姿勢が大きく影響します。　子供のころの姿勢が将来の健康を左右します。良い姿勢の習慣身に

付けましょう。家族全員で学び、家庭内生活の姿勢や日々の癖や習慣を見直し、みんなで改善する事が重要です。



お子さんの姿勢を科学的に改善！　
良い姿勢からよいパフォーマンスが生まれます！！　

2

30 年の歴史で県内外４００校以上の保小中高校の運動指導を行った

実績で対応します。保育園から競技団体別・個人対応など多種多様な

ニーズに対応をいたします。お子さんだけでなくお父さんお母さん、

おじいちゃん、おばーちゃんも是非良い姿勢で健康になりましょう。

からだ磨きを家族みんなで楽しくやりましょうね。

親子で参加終了書授与

NPO法人佐久平総合リハビリセンター　・一般社団法人　健康福祉広域支援協会

0267ー８８－5108　電話　FAX　メール

ptnakataka@yahoo.co.jp
医学的姿勢指導の専門家

運動器姿勢指導士が

解りやすく指導します。

  私が共同開発したシセイカムです。赤外線カメラで20秒、姿勢を測り、その後姿勢を２枚のシートで分かりやすく説明・

その対策の運動も説明してあります。PTAで子供と一緒に知識を深めてみましょう。家族で研修を・測定・学習・実技を習得し

て将来まで健康な姿勢を維持する為の指導能力をつけましょう。



姿勢を見る項目と指針


